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＜目的＞

気候変動や色落ちにより生産不振となっているワカメ養殖業において，環境変化に適

応し色落ちに強い品種開発を目的とした。

＜方法＞

令和３年度の試験には候補株のうちＧ株とＮ株，Ｏ株とＮ株の正逆の交雑種苗を用い，

対照区を含め合計６種苗を養殖試験に供した。常法による種苗生産の後，令和３年１２

月１４日から令和４年４月２８日まで水産研究課鳴門庁舎地先海面で養殖試験を行った。

養殖期間中に３回のサンプリングを行い，葉長，葉重及びSPAD値等を測定した。

＜結果＞

生長面の指標となる葉重は，養殖期間を通じてＮ♀Ｇ♂及びＧ♀Ｎ♂が高かった。色

調の指標となるSPAD値は養殖試験終了となる４月下旬ではＧ♀Ｎ♂が最も高かった。こ

れらの結果から，４月下旬時点において交雑種苗G♀Ｎ♂は色調，生長面において在来種

苗であるG♀G♂を上回る結果となった。

＜今後の課題＞

作出した種苗G♀N♂について，他海域を含めた再現性の確認が必要である。

＜次年度の計画＞

R３年度をもって終了。

＜結果の発表・活用状況等＞

特になし。

図1.各種苗のSPAD値（R４年4月28日） 図2.各種苗の葉重(g) （R４年4月28日）
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